要素技術シート(Java)


制御構造

1 各種ループ文の書式
A. while

while(<boolean式>){<処理>}

· <boolean式>には
「true」リテラルを入れると無限ループ、「false」ならばコンパイルエラー

・処理が一つの文ならwhile(<boolean式>) <処理>;

B. do while

do{<処理>}while(<boolean式>) 

・注意点はwhileと同じ。処理はとにかく一回実行される。

C. for

for(<初期値>;<判定boolean式>;<ループ一回毎の処理>){<処理>}

for(ｼｮｷﾁ;ﾊﾝﾃｲ;ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ){<処理>}

· 初期値のところで宣言できるパラメータは１つだけ、かつ最も左に書く。

× for (int i=0,int j=0;……;……){……}
//２つ宣言している。エラー

× for (j=0,int i-0;……;……){……}
//最も左ではない。　エラー

　D.swicth
case:
…;…;break;

    swicth(<整数の変数>)
{

case:<整数リテラル/整数定数>
…;…;break;//breakはなくても良い。

case:<整数リテラル/整数定数>
…;…;break;//breakがないときは次ぎの

case:<整数リテラル/整数定数>
…;…;break;//処理も続けて実行。

case:<整数リテラル/整数定数>
…;…;break;

default:



…;…;break;//デフォルトはなくても良い。

    }

②breakとcontinue、ラベル

　breakループを終了。

　continueその回のループで以下のコードをスキップ、次ぎのループ実行に移る

　ラベル:（コロン:で識別）

　breakやcontinueで多重ループを２階層以上抜けるときに使う。抜けたいループの
　for,while,doの前に置く
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